
 

 

 

 

 

 

  第 ５ ５ 号 議 案  

 

 

新 宿 区 奨 学 資 金 貸 付 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 

   上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。  

 

 

 

    令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日  

 

 

 

          提 出 者  新 宿 区 長   吉 住  健 一  

新 宿 区 条 例 第  号  

  



 

 

新 宿 区 奨 学 資 金 貸 付 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 新 宿 区 奨 学 資 金 貸 付 条 例 （ 昭 和 44 年 新 宿 区 条 例 第 30 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 1 章 の 章 名 を 削 る 。  

 第 1 条 中 「 在 学 し 、 又 は 」 を 削 り 、 「 修 学 上 必 要 な 」 を 「 入 学 の

準 備 に 要 す る 」 に 改 め る 。  

 第 2 章 の 章 名 を 削 る 。  

 第 2 条 中 「 定 め る 」 を 「 掲 げ る 」 に 改 め 、 同 条 第 1 号 中 「 の 1 年

前 」 を 削 り 、 「 区 内 」 を 「 区 の 区 域 内 」 に 改 め 、 同 条 第 2 号 中 「 高

等 学 校 等 に 在 学 し 、 又 は 」 を 「 奨 学 資 金 の 貸 付 け を 受 け る 年 度 の 翌

年 度 に お い て 、 高 等 学 校 等 に 」 に 改 め 、 同 条 第 3 号 中 「 成 績 」 の 次

に 「 が 」 を 加 え 、 「 か つ 」 を 「 か つ 、 」 に 、 「 修 学 困 難 」 を 「 修 学

す る こ と が 困 難 な 者 」 に 改 め る 。  

 第 3 条 の 見 出 し を 「 （ 貸 付 け の 申 請 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 奨 学 生

と な る 」 を 「 奨 学 資 金 の 貸 付 け を 受 け る 」 に 改 め る 。  

 第 4 条 の 見 出 し 中 「 奨 学 生 」 を 「 貸 付 け 」 に 改 め 、 同 条 中 「 前 条

の 」 を 削 り 、 「 奨 学 生 」 を 「 奨 学 資 金 の 貸 付 け 」 に 改 め る 。  

 第 5 条 中 「 各 号 の 」 を 「 各 号 に 掲 げ る 」 に 、 「 た て な け れ ば 」 を  

「 立 て な け れ ば 」 に 改 め る 。  

 第 6 条 第 1 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 奨 学 生 」 の 次 に 「 （ 第 4 条

の 規 定 に よ る 貸 付 け の 決 定 を 受 け た 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加

え 、 同 項 第 1 号 中 「 休 学 、 復 学 、 転 学 」 を 「 休 学 し 、 復 学 し 、 転 学

し 、 」 に 改 め 、 同 項 第 2 号 中 「 異 動 の 」 を 「 異 動 が 」 に 改 め 、 同 条

第 2 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

２  前 項 の 規 定 は 、 奨 学 生 で あ つ た 者 が 奨 学 資 金 の 返 還 を 完 了 す る

前 に 同 項 第 2 号 に 該 当 し た と き に つ い て 準 用 す る 。  

 第 3 章 の 章 名 を 削 る 。  

 第 7 条 の 見 出 し を 「 （ 貸 付 金 額 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 1 項 中 「 掲 げ

る 」 の 次 に 「 奨 学 生 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 」 を 加 え 、 同

項 第 1 号 中「 在 学 す る 」を「 入 学 す る 」に 、「 年 額  2 16 , 00 0 円 」を

「 200 ,0 0 0 円 」 に 改 め 、 同 項 第 2 号 中 「 在 学 す る 」 を 「 入 学 す る 」

に 、「 年 額  36 0 ,0 0 0 円 」を「 500 , 00 0 円 」に 改 め 、同 条 第 2 項 及 び



第 3 項 を 削 る 。  

 第 8 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

第 8 条  削 除  

 第 9 条 の 見 出 し 中 「 打 切 り 」 を 「 決 定 の 取 消 し 」 に 改 め 、 同 条 中

「 奨 学 資 金 の 貸 付 け を 打 ち 切 る 」 を 「 第 4 条 の 規 定 に よ る 貸 付 け の

決 定 を 取 り 消 す 」 に 改 め 、 同 条 第 1 号 中 「 規 定 す る 」 を 「 掲 げ る 」

に 改 め 、同 条 第 4 号 中「 前 3 号 」の 次 に「 に 掲 げ る も の 」を 加 え る 。  

 第 10 条 第 1 項 中「 貸 付 期 間 終 了 日 」を「 高 等 学 校 等 を 卒 業 し 、又

は 退 学 し た 日 」 に 改 め 、 「 以 内 」 の 次 に 「 の 期 間 」 を 加 え 、 同 条 第

2 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 偽 り そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り 奨 学 資

金 の 貸 付 け を 受 け た 者 は 、 こ れ を 速 や か に 返 還 し な け れ ば な ら な

い 。  

 第 11 条 中 「 奨 学 資 金 の 返 還 」 を 「 同 条 第 1 項 の 規 定 に よ る 返 還 」

に 改 め る 。  

 第 12 条 の 見 出 し 中「 又 は 」の 次 に「 返 還 の 」を 加 え 、同 条 中「 災

害 そ の 他 特 別 の 事 由 に よ り 奨 学 資 金 の 貸 付 け を 受 け た 者 の 奨 学 資 金

の 返 還 が 困 難 で あ る と 認 め る 」 を 「 次 の 各 号 に 掲 げ る 」 に 改 め 、 同

条 に 次 の 各 号 を 加 え る 。  

 ⑴  奨 学 資 金 の 貸 付 け を 受 け た 者 が 新 宿 区 教 育 委 員 会 規 則 （ 以 下

「 規 則 」 と い う 。 ） で 定 め る 就 業 、 居 住 等 の 状 況 に 係 る 要 件 に

該 当 す る と き 。  

 ⑵  災 害 そ の 他 特 別 の 事 由 に よ り 奨 学 資 金 の 貸 付 け を 受 け た 者 の

第 10 条 第 1 項 の 規 定 に よ る 返 還 が 困 難 で あ る と 認 め る と き 。  

第 13 条 第 2 項 中「 支 払 わ な か つ た 」を「 返 還 し な か つ た 」に 、「 支

払 の 」 を 「 返 還 の 」 に 、 「 徴 収 し な い 」 を 「 、 こ の 限 り で な い 」 に

改 め る 。  

 第 14 条 及 び 第 4 章 の 章 名 を 削 る 。  

 第 15 条 の 見 出 し を 「 （ 規 則 へ の 委 任 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 条 例 」

の 次 に「 に 定 め る も の の ほ か 、こ の 条 例 」を 加 え 、「 つ い て 」を「 関

し 」 に 、「 新 宿 区 教 育 委 員 会 規 則 」 を 「 規 則 」 に 改 め 、 同 条 を 第 14

条 と す る 。  

  

   附  則  

 



 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 6 年 11 月 5 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 新 宿 区 奨 学 資 金 貸 付 条 例 の 規 定 は 、 令

和 7 年 4 月 1 日 以 後 に 同 条 例 第 1 条 に 規 定 す る 高 等 学 校 等 （ 以 下

「 高 等 学 校 等 」 と い う 。 ） に 入 学 す る 者 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前

に 高 等 学 校 等 に 入 学 し た 者 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 

 （ 提 案 理 由 ）  

 奨 学 資 金 の 種 別 及 び 貸 付 金 額 を 改 定 す る と と も に 、 奨 学 資 金 の 返

還 方 法 の 変 更 等 の 要 件 を 追 加 す る 必 要 が あ る た め  

 


